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①  統計情報 







































































































・歩行者空間の拡充   ・空間のスケールダウン     ・車輌排除 
・歩行スピードの回復  ・奥行き感（レイヤー）の獲得  ・滞在目的の提供 
 

















































＜建物内外のつながり創造案＞      
 
・バナーやオーニングを活用        ・ポルティコと歩道の一体的活用による 
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 提案では、様式的建築のスケール感を生かして、まちの奥行き感の拡幅や、歩行者空間
の充実、巨大なファサードの分節手法などを図った。その際に、空間のレイヤーの複層化
も、街区の重厚感や豊かさのイメージに大きく貢献するとの視点から提案を行った。 
 
7. おわりに 
 
旧居留地において、誕生当初からの街区や建築物意匠が守られ、阪神淡路大震災で甚
大な被害を受けたにもかかわらず、街並みや風格が現代に引き継がれていることは、賞賛
すべきことである。街の変容地点である時代の変化、特に震災復興において、旧居留地の
伝統と歴史を引き継ぎながら、街並みや魅力が再構築されてきたことは、旧居留地に関わ
る方々の努力があったからこそ成し遂げられたものであり、旧居留地が愛着や誇り、責任
感を感じさせるまちであったことも事実である。そのまちを今後も守っていくためには、
「まちの把握・分析・考察」と「手法提案」が必要不可欠であり、今回本研究にてそれら
を試みた。 
既存の地区計画やガイドラインでうたわれている「風格」が、何によってもたらされ
ているのかを、スケールやファサードデザインに着目して追究し、様式的建築がもつスケ
ール感や材質、デザインの細やかによる陰影や立体感によるものであると説いた。また、
現在の旧居留地の街並みに見られる問題点とした、奥行き感の不足や無機質なデザイン、
ヒューマンスケールを欠くボリューム／面の存在などを、スケール感に着目して、街並み
に現れた齟齬の原因を考察し、既存の取り組みにおける評価および事例を踏まえ、解決策
を模索した。 
研究を経て、まちづくりの手法や事例が多様にあることを再認識するとともに、存続
に危機感を覚えているまちが多く存在することを痛感した。本研究では街並みの美学的な
アプローチから、スケール感に基づいた分析手法を提示したが、今後も考察を続け、一つ
でもまちの存続に貢献できるように邁進したい。 
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